
 
何でもありか！ 

 
先日から期末手当（ボーナス）の通知書が配られているのは承知のことと思いま

す。そのなかで、あろうことか我が組合員のボーナスが５％カットされているこ

とが判明しました。その組合員にはカットされる心当たりがまったくないことか

ら、岩片総務科長にカットされた理由を聞きに行きました。すると岩片総務科長

は「4 月 1 日から 9 月 30 日までの勤務成績を総合的に判断した」ということだけ

答え、それ以上は何も答えませんでした。 
 

こんなことが通用すれば、「何でもあり！」

になってしまう！皆さんどう思われます

か！ 
  
組合員にはまったく心当たりがないことから、会社にその理由を聞くと「勤務

成績を総合的に判断した」で片付けられては、私たち社員はたまったものではあ

りません。ボーナスは私たち社員にとって生活設計じょう重要な賃金であり、社

員として当たり前の報酬であることは言うまでもありません。そのボーナスを理

由も言わずカットするということは会社からすればどうにでもできると言うこと

なのです。断じて許される行為ではありません。また、会社はカット理由を何故

言わないのでしょうか？言われない理由でもあるのでしょうか！ 
 

 私たちは、今回のボーナスカットについて到底納得できないこ

とからあらゆる手段を講じて明らかにし、さらには会社の不誠

実な対応についても断固抗議するものです。  
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